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（
一
二
三
）

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
八
年
後
半
に
起
き
た
経
済
危
機
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
よ
ば
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
民
間
非
営
利
組
織
に
も
様
々

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た（

1
）。

だ
が
こ
の
危
機
は
、
彼
ら
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
イ
ギ
リ
ス
国
民

の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
と
い
う
の
も
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
が
政
府
や
自
治
体
に
代
わ
っ
て
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
役
割
を
担
う
機
会
が
近
年
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
者
施
設
や
保
育
所
の
運
営
、
あ
る
い
は
精
神
障
害
者
や
学
習
障
害
者
、
元
受
刑
者
な
ど
社
会
生
活
上
の
困
難
を
抱

え
る
人
々
の
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
を
活
か
し
、
新
た
な
分
野
に
参
入
す
る
動
き
も
み
ら
れ
、
例
え
ば
二

〇
〇
九
年
夏
に
は
受
刑
者
に
対
す
る
技
能
訓
練
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
二
団
体
が
ロ
ン
ド
ン
、
リ
バ
プ
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ー
ル
の
二
个
所
で
企
業
と
合
同
で
民
間
刑
務
所
を
設
立
運
営
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
い
。
法
律
の
制
定
改
正
を
求
め
て
政
府
や
社
会
に
む
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
り
、
議
会
で
法
案
に
つ
い
て

証
言
を
行
っ
た
り
、
各
省
庁
の
白
書
や
自
治
体
の
計
画
作
成
段
階
で
発
言
す
る
、
と
い
っ
た
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織

の
出
す
情
報
や
提
案
が
政
府
の
政
策
形
成
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
活
動
を
変
え
る
契
機
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
一
九
九
八
年
の
労
働
党
政
権
下
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ

る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
（
以
下
コ
ン
パ
ク
ト
と
略
す
）」
が
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
と

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
お
互
い
の
関
係
に
つ
い
て
の
原
理
原
則
に
つ
い
て
定
め
た
協
定
文
書
で
あ
っ
た
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
は
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
の
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
コ

ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
取
り
組
み
を
概
観
し
、
一
〇
年
を
経
て
行
わ
れ
た
見
直
し
の
議
論
の
概
要
と
争
点
を
取
り
上
げ
、
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
セ
ク
タ
ー
の
関
係
に
お
け
る
展
開
と
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

1
．
コ
ン
パ
ク
ト
と
は
何
か

⑴　

コ
ン
パ
ク
ト
の
成
立
背
景
と
そ
の
特
徴

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
八
〇
～
九
〇
年
代
初
め
に
か
け
、
当
時
の
保
守
党
政
権
に
よ
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

政
府
は
財
政
削
減
や
国
民
の
サ
ー
ビ
ス
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
強
制
競
争
入
札
制
度
や
Ｎ
Ｈ
Ｓ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
法
の

改
革
な
ど
、
中
央
政
府
や
地
方
自
治
体
に
代
わ
っ
て
民
間
企
業
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
作

り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
二
四
）
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そ
の
結
果
、
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
間
も
、
そ
れ
ま
で
の
補
助
金
か
ら
契
約
に
基
づ
く
関
係
が
増
え
て
い
く
。
政
府
と
の
契
約
増

加
に
よ
っ
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
収
入
は
年
々
伸
び
、
セ
ク
タ
ー
の
総
収
入
に
占
め
る
公
的
資
金
の
割
合
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に

は
三
分
の
一
に
達
し
、
寄
付
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
契
約
の
繁
雑
な
手
続
き
や
細
か
い
条
件
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
活
動
を
拘
束
す
る
要
素
を
は
ら
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
安
定
し

た
収
入
を
得
た
い
と
考
え
れ
ば
、
契
約
の
不
成
立
や
更
新
打
ち
切
り
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、
政
府
の
方
針
や
決
定
に
黙
っ
て
従
わ
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
も
で
て
き
た
。
政
府
へ
の
依
存
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
自
律
性
や
独
立
性
を
奪
い
か
ね
な
い

も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
危
機
感
を
も
つ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
「
イ
ン
フ
ラ
組
織
」
や
「
ア
ン
ブ
レ
ラ
団
体
」
な
ど
と

呼
ば
れ
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
へ
の
情
報
提
供
や
政
府
へ
の
意
見
代
弁
を
目
的
と
す
る
組
織
の
一
つ
で
あ
っ
た
全
国
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
協

会
（N

ational C
ouncil for V

oluntary O
rganisation

、
以
下
Ｎ
Ｃ
Ｖ
Ｏ
）
が
一
九
九
五
年
に
行
動
を
起
こ
す
。
ニ
コ
ラ
ス
・
デ
ィ
ー
キ

ン
（N

icholas D
eakin

）
教
授
を
委
員
長
と
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
一
九
九
六
年
に
は
政
府
に
﹃
デ
ィ
ー
キ
ン
報
告
﹄
を
提
出
す
る
。

こ
の
報
告
書
で
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
な
弊
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
政
府
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
多
様
な
役
割
の
正
当
性
を
認
め
、
責
任

を
も
っ
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
発
展
に
努
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
に
政
府
が
取
り
組
む
べ
き
行
動
の
一
つ
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
と
の
関
係
に
お
け
る
基
本
原
則
を
定
め
た
協
定
を
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
の
間
で
取
り
交
わ
す
よ
う
勧
告
し

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
協
定
を
つ
く
る
案
を
保
守
党
政
権
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
が
、
野
党
労
働
党
が
興
味
を
示
す
。
労
働
党
は
﹃
デ
ィ
ー
キ
ン
報
告
﹄
の

翌
年
に
﹃
未
来
の
構
築
（B

uilding the F
uture

）﹄
と
い
う
文
書
を
公
表
し
、
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
基
礎
と
な
る
一
連
の
原
則
を
定
め
た
コ
ン
パ
ク
ト
を
策
定
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

　
（
一
二
五
）
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労
働
党
は
保
守
党
と
同
じ
く
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
改
善
す
る
に
は
そ
れ
ら
を
非
政
府
部
門
に
委
ね
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、

そ
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
と
り
わ
け
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
役
割
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
一
つ
に
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

組
織
な
ら
ば
長
期
失
業
者
や
障
害
者
、
元
受
刑
者
、
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
社
会
的
排
除
」
に
陥
り
や
す
い
人
々
と
直
接

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
か
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
最
も
効
果
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
。
す
な
わ
ち
付
加
価
値
の

あ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
で
き
る
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
が
活
発
に
活
動
す
れ
ば
、
市
民
の
「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
帯
が
生
み
出
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
も
考
え
た
。
つ
ま
り
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
を
通
じ
て
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
活
発
に
取
り
組
み
、
民
族
や
宗
教

の
違
う
住
民
ど
う
し
の
連
帯
を
生
み
出
す
。
そ
う
な
れ
ば
市
民
が
自
ら
問
題
の
解
決
策
を
見
出
す
能
力
や
責
任
感
を
も
て
る
よ
う
に
も
な

る
。

　

労
働
党
政
権
は
、
こ
の
二
点
を
そ
れ
ぞ
れ
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
」
と
「
市
民
再
生
（C

ivil R
enew

al

）」
と
掲
げ
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

セ
ク
タ
ー
政
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
打
ち
出
す
。
そ
の
一
歩
が
コ
ン
パ
ク
ト
の
作
成
だ
っ
た
。

　

協
定
文
書
の
作
成
は
一
九
九
七
年
に
政
権
を
と
っ
た
労
働
党
政
府
の
内
務
省
と
、
Ｎ
Ｃ
Ｖ
Ｏ
な
ど
の
複
数
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
で
構
成

さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（C

om
pact W

orking G
roup

、
以
下
Ｃ
Ｗ
Ｇ
）
と
の
間
の
共
同
作
業
で
進
め
ら
れ
た
。

議
論
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
は
二
万
五
〇
〇
〇
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
一
九
九
八
年
、
政
府
を
代
表
し
て
内
務
大
臣
ポ
ー

ル
・
ボ
ー
ト
ン
（P

aul B
oateng

）
と
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
を
代
表
し
て
Ｃ
Ｗ
Ｇ
議
長
の
ケ
ネ
ス
・
ス
ト
ー
（K

enneth Stow
e

）

の
双
方
が
署
名
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
は
成
立
す
る
。

　

二
〇
頁
ほ
ど
の
文
書
に
は
、政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
「
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」「
共
有
原
則
」
の
ほ
か
、そ
れ
ぞ
れ
の
守
る
べ
き
「
約

束
」
の
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
例
え
ば
「
共
有
原
則
」
に
は
㈠
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
が
民
主
的
社
会
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
、
㈡
独

　
（
一
二
六
）
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立
し
た
多
様
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
は
社
会
の
幸
福
に
不
可
欠
で
あ
る
、
㈢
公
共
政
策
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
や
実
施
に
お
い
て
、

政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
と
は
お
互
い
に
補
い
あ
う
役
割
を
も
つ
、
と
い
う
三
つ
の
原
則
が
記
さ
れ
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
独
立
性
が
謳
わ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
が
法
律
の
範
囲
内
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

政
府
の
政
策
に
つ
い
て
発
言
や
異
議
を
唱
え
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
権
利
と
し
て
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑵　

コ
ン
パ
ク
ト
を
動
か
す
仕
組
み

　

コ
ン
パ
ク
ト
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
協
定
文
書
と
さ
れ
、
こ
れ
へ
の
参
加
は
各
自
の
自
発
性
と
自
由
に
委
ね
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て

コ
ン
パ
ク
ト
に
定
め
ら
れ
た
「
約
束
」
に
政
府
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
が
拘
束
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
現
実
問
題
と
し
て
、

い
か
に
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
が
掲
げ
る
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
実
効
的
な
仕
組
み
を
つ
く
る
か
、
が
取
り
組
む
必
要
が
で
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
で
き
た
の
が
次
の
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

　

第
一
に
個
別
具
体
的
な
課
題
ご
と
に
コ
ン
パ
ク
ト
の
理
念
を
具
体
的
に
実
践
し
て
い
く
の
に
必
要
な
「
コ
ー
ド
（codes of practice

）」

と
呼
ば
れ
る
文
書
の
作
成
だ
っ
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
成
立
後
、
政
府
と
Ｃ
Ｗ
Ｇ
は
課
題
ご
と
に
五
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
作

ら
れ
た
の
が
、
㈠
契
約
や
補
助
金
な
ど
政
府
と
の
資
金
の
や
り
と
り
に
関
す
る
「
資
金
提
供
・
委
託
コ
ー
ド
（funding and 

procurem
ent code

、
以
下
「
資
金
コ
ー
ド
」
と
略
）」、
㈡
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
の
効
果
的
な
政
策
協
議
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
協
議
コ
ー
ド
（consultation code

）」、
㈢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
増
や
す
べ
く
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
双
方
の
取
り
組
み

を
定
め
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
コ
ー
ド
（volunteering code

）」、
㈣
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
・
コ
ー
ド
」、
㈤
「
黒
人
・
民
族

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の
コ
ー
ド
（black and m

inority ethnic group code

、以
下
「
Ｂ
Ｍ
Ｅ
コ
ー
ド
」
と
略
）」、で
あ
る
。

　

コ
ー
ド
の
特
徴
は
、
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
求
め
ら
れ
る
行
動
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
協
議
コ

　
（
一
二
七
）
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ー
ド
」
に
は
、
政
府
に
対
し
最
低
一
二
週
間
の
協
議
期
間
を
お
く
こ
と
、
文
書
は
分
か
り
や
す
く
明
確
な
言
葉
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
は
複
数
組
織
間
の
意
見
の
集
約
に
努
め
る
こ
と
、
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
㈣
や
㈤
で
は
、
特
定
の
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
組
織
を
対
象
と
し
、
彼
ら
に
対
す
る
政
府
や
自
治
体
の
差
別
的
な
扱
い
を
禁
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
コ
ー
ド
に
よ
る
要
請
は

い
ず
れ
も
コ
ン
パ
ク
ト
と
同
じ
く
法
的
拘
束
力
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
理
念
が
実
施
さ
れ
た
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
と
し
て
「
年
次
総
会
」
が
あ
る
。
総
会
の
目
的
は
、
一
年

間
の
コ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
進
捗
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と
と
も
に
、
次
の
年
度
に
達
成
す
べ
き
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
を
承
認

す
る
こ
と
で
あ
る
。
毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
コ
ン
パ
ク
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
期
間
に
開
催
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
、
政
府
閣
僚
、

地
方
自
治
体
の
団
体
で
あ
る
地
方
自
治
体
連
合
（L

ocal G
overnm

ent A
ssociation

）
な
ど
が
参
加
し
、
優
れ
た
実
践
を
行
っ
た
人
物
や

地
域
を
表
彰
す
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
賞
」
授
与
式
も
行
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
間
の
個
々
の
衝
突
を
処
理
し
よ
う
と
す
る
「
紛
争
解
決
」
の
仕
組
み
で
あ
る
。
紛
争
解
決
を
仲
裁

す
る
団
体
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば
Ｎ
Ｃ
Ｖ
Ｏ
は
、
政
府
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
約
束
し
た
原
則
に
従
わ
な
い
場
合
、
被
害
に
遭
っ
た
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
相
談
に
の
り
、
そ
の
組
織
に
代
わ
っ
て
政
府
に
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
を
訴
え
る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
コ

ン
パ
ク
ト
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
呼
ば
れ
、
二
〇
〇
二
年
の
開
始
以
来
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
関
わ
っ
た
件
数
は
数
百
を
超
え

た（
2
）。

　

以
上
の
仕
組
み
を
動
か
す
に
あ
た
っ
て
重
要
な
ア
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
。
一
つ
は
コ
ン
パ
ク
ト
作
成
時
に
は
Ｃ
Ｗ
Ｇ
と
名
乗
り
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
代
表
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
コ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
イ
ス
で
あ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
イ
ス
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の

多
様
な
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
意
思
決
定
を
行
う
理
事
会
メ
ン
バ
ー
は
様
々
な
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
と
も
政
府
と
も
距
離
を
お
い
た
立
場
か
ら
双
方
の
関
係
づ
く
り
に
努
め
る
べ
く
、
二
〇
〇
七
年
に
は

　
（
一
二
八
）
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「
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
（C

om
m

ission for the C
om

pact

）」
が
発
足
し
て
い
る
。
そ
の
役
割
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
の
理
解
や
活
用

の
促
進
、
こ
れ
ま
で
の
成
功
・
失
敗
例
に
つ
い
て
の
情
報
の
収
集
や
提
供
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
関
連
し
た
法
規
制
や
政
策
変
更
へ
の
対
応
等
で

あ
る
。
委
員
長
や
委
員
は
政
府
が
任
命
す
る
が
、
委
員
会
は
政
府
か
ら
の
独
立
性
が
高
い
組
織
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

⑶　

政
府
の
積
極
的
姿
勢

　

以
上
に
加
え
て
、
政
府
自
ら
も
コ
ン
パ
ク
ト
の
ス
ム
ー
ズ
な
展
開
の
た
め
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
若
干
の
組
織
改
革

と
し
て
、
政
府
内
に
コ
ン
パ
ク
ト
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
各
省
の
上
級
レ
ベ
ル
の
職
員
を
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
」
に
任
命
す
る

と
と
も
に
、
各
省
に
「
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
・
リ
エ
ゾ
ン
室
」
を
設
け
た
。
よ
り
大
々
的
な
試
み
が
「
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
局
（O

ffice of the 

T
hird Sector

、
以
下
Ｏ
Ｔ
Ｓ
）」
の
新
設
で
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
は
そ
の
分
野
ご
と
に
複
数

の
省
が
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
内
務
省
が
治
安
・
犯
罪
対
策
や
市
民
活
動
の
促
進
な
ど
と
も
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
へ

の
政
策
の
総
合
調
整
を
担
っ
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
六
年
に
内
閣
府
の
も
と
に
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
設

け
、そ
こ
を
中
心
に
各
省
に
協
力
体
制
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｔ
Ｓ
の
責
任
者
で
あ
る
「
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
担
当
大
臣
（T

hird 

Sector M
inister

）」
に
は
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
財
務
相
の
元
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
初
当
選
の
エ
ド
・
ミ
リ
バ
ン
ド
（E

d 

M
iliband

）
を
抜
擢
し
て
据
え
た
。

　

加
え
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
人
材
や
資
金
力
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
財
政
上
の
支
援
態
勢
も
整
え
て
い
く
。
ま
ず
二
〇
〇
二
年
の
財
務

省
の
報
告
書
「
包
括
的
支
出
見
直
し
（C

om
prehensive Spending R

eview

、
以
下
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
略
）」
で
、「
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ

（C
hangeU

p

）」「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ビ
ル
ダ
ー
（F

uturebuilder

）」「
フ
ル
コ
ス
ト
の
支
払
い
」
と
い
っ
た
方
策
を
打
ち
出
す
。

　
「
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
」
は
、
自
治
体
や
リ
ー
ジ
ョ
ン
ご
と
に
三
～
四
〇
程
度
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
で
構
成
さ
れ
る
「
連
合
体

　
（
一
二
九
）
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（consortia

）」
を
つ
く
り
、こ
の
連
合
体
を
通
じ
て
各
地
域
の
第
一
線
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
へ
助
言
や
訓
練
な
ど
を
行
う
。「
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
ビ
ル
ダ
ー
」
は
、
政
府
と
の
サ
ー
ビ
ス
契
約
が
え
ら
れ
る
見
込
み
の
あ
る
組
織
ま
た
は
現
に
契
約
を
し
て
い
る
組
織
を
対
象
に

し
た
補
助
や
融
資
を
行
う
た
め
の
基
金
を
設
け
た
。
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
契
約
し
た
省
庁
や
政
府
機
関
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
か
か
っ
た
経
費
（
直
接
経
費
）
だ
け
で
は
な
く
、人
件
費
な
ど
の
間
接
経
費
も
ふ
く
め
た
フ
ル
コ
ス
ト
（
全
額
）
を
払
う
よ
う
奨
励
し
た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
は
Ｏ
Ｔ
Ｓ
が
行
動
計
画
（P

artnership in public services: an action plan for third sector involvem
ent

）
を
出

し
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
転
換
（transform

ing public service

）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
割
合
を
二
〇
〇
九
年
ま
で
に
五
％
に
増
や
す
目
標
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
具
体
的
に
一
八
項
目
に
わ
た
っ
て
省
庁
ご
と
に
取
り
組
む
課
題
と

そ
の
達
成
期
限
を
示
し
た
。

　
翌
二
〇
〇
七
年
、
政
権
交
代
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
首
相
の
就
任
後
ま
も
な
く
公
表
さ
れ
た
の
が
、
今
後
一
〇
年
間
の
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
と
の
関

係
に
つ
い
て
の
政
府
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
べ
き
﹃
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
（T

hird Sector R
eview

）﹄
で
あ
っ
た
。
新
首
相
は
公

表
に
あ
た
っ
て
「
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
功
に
は
活
発
で
多
様
な
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
が
中
心
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
及
、
五
億
一
五
〇

〇
万
ポ
ン
ド
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
の
予
算
を
投
入
す
る
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
の
作
成
過
程
に
お
い
て
は
、
政
府
は
国
内
各
地
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
と
の
協
議
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
。
そ
の
協
議
を
経
た
結
果
、
内
容
も
こ
れ
ま
で
と
違
い
、
サ
ー
ド
セ

ク
タ
ー
の
役
割
を
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
と
い
う
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
く
「
社
会
と
経
済
の
再
生
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
も

の
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
政
府
が
取
り
組
む
べ
き
分
野
も
㈠
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
能
力
の
向
上
、
㈡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
活
動
の
活
性
化
、
㈢
政
府
と
の
契
約
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
供
給
を
行
う
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
向
け
た
支
援
、
㈣
社

会
的
企
業
の
活
性
化
、
㈤
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
活
性
化
の
た
め
の
環
境
整
備
、
と
広
範
囲
に
及
ん
だ（

3
）。

　
（
一
三
〇
）
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と
く
に
㈠
に
つ
い
て
、
労
働
党
政
府
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
が
支
援
す
る
社
会
的
弱
者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
も
、
彼
ら
に
代
わ
っ
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
が
政
府
や
社
会
に
む
け
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
え
る
環
境
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

た
。
レ
ビ
ュ
ー
を
出
す
前
に
取
り
組
ま
れ
た
「
二
〇
〇
六
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
法
」
制
定
の
際
に
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
委
員
会
の
定
め
る
政
治
活
動

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を
行
い
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
委
員
会
に
審
査
登
録
し
た
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
（
法
律
で
定
め
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
条
件

を
満
た
し
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
）」
に
課
さ
れ
る
政
治
的
活
動
の
制
限
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
る（

4
）。

そ
し
て
、
こ
の
レ
ビ
ュ
ー

発
表
後
の
二
〇
〇
九
年
春
に
は
、
大
き
な
組
織
ほ
ど
に
は
社
会
的
影
響
力
を
も
た
な
い
、
小
規
模
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な
基
金
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（C

am
paigning R

esearch P
rogram

m
e

）」
の
設

立
も
決
定
す
る
。

⑷　

自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
作
成

　

ブ
レ
ア
政
権
は
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
政
策
形
成
へ
の
参
加
を
促

す
た
め
の
方
策
も
打
ち
出
し
て
き
た
。
例
え
ば
「
地
域
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（L

ocal Strategic P
artnership

）」
で
は
、
自
治
体
は

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
な
ど
様
々
な
利
害
関
係
者
を
参
加
さ
せ
て
地
域
の
再
生
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
治
体
と
中
央

政
府
と
の
間
で
様
々
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
達
成
目
標
を
定
め
、
自
治
体
に
は
そ
の
達
成
が
課
さ
れ
る
「
地
域
合
意
（L

ocal A
rea 

A
greem

ent

）」
を
実
施
す
る
。
そ
の
合
意
内
容
に
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
（N

ational Indicator

）」
と
い
う
中
央
政
府

が
設
定
す
る
指
標
が
含
ま
れ
、
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
を
活
性
化
す
る
環
境
づ
く
り
（
NI７
）
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
促
進
（
NI６
）
と
い
っ

た
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
た
。　
　
　

　
一
方
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
イ
ス
な
ど
は
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
コ
ン
パ
ク
ト
と
同
様
の
協
定
を
結
ぶ
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
（
一
三
一
）
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な
ぜ
な
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
が
想
定
し
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
大
半
は
、
そ
の
活
動
拠
点
を
地
域
に
お
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
日
常
活
動

に
お
い
て
中
心
と
な
る
の
は
中
央
政
府
よ
り
は
む
し
ろ
地
方
自
治
体
と
の
関
係
で
あ
る
。
実
際
、
自
治
体
の
な
か
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン

パ
ク
ト
に
先
ん
じ
て
独
自
に
作
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
各
地
域
の
実
情
に
即
し
た
協
定
「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」

を
結
ん
で
こ
そ
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
実
効
性
が
高
ま
る
。
そ
こ
で
各
地
域
で
の
自
発
的
な
取
り
組
み
を
促
す
べ
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
イ
ス
は

政
府
と
共
同
し
て
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
作
成
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
二
〇
〇
〇
年
に
作
成
し
公
表
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
自
治
体
は
―
作
成
が
強
制
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
―
二
〇
〇
五
年
時
点
で
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
限
れ
ば
九
四
％
に
達
し
た
。
自
治
体
に
し
て
み
れ
ば
「
地
域
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
や
「
地
域
合
意
」
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
や
住
民
団
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
本
的
ル
ー
ル
と
し
て
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
を
位
置
づ
け

た
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
コ
ン
パ
ク
ト
の
内
容
も
地
域
特
有
の
課
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
り
、
地
域
住
民
に
も

分
か
り
や
す
い
よ
う
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
つ
か
っ
た
り
と
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
が
つ
く
ら
れ
た
。
参
加
者
も
多
様

で
、
公
的
機
関
を
み
て
も
自
治
体
だ
け
の
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
警
察
署
、
消
防
署
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
に
お
い
て
地
域
の
医
療
機
関
と
契
約
を
結
ぶ
組

織
で
あ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア
・
ト
ラ
ス
ト
な
ど
が
加
わ
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
作
成
状
況
や
そ
の
効
果
は
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
先
に
あ
げ
た
九
四
％
の
自
治
体
の
う

ち
六
〇
％
は
作
成
途
中
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
一
一
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
を
作
成
し
た
効
果
が
あ

っ
た
と
評
価
し
た
の
が
わ
ず
か
一
五
％
で
あ
っ
た（

5
）。

そ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
内
務
省
は
二
〇
〇
五
年
に
出
し
た
文
書
で
、
コ
ン
パ
ク
ト

を
作
成
し
て
も
そ
の
効
果
が
十
分
発
揮
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
報
告
し
て
い
る（

6
）。

そ
れ
に
よ
れ
ば
コ
ン
パ
ク
ト
や
コ
ー
ド
が
長
く
内

容
も
抽
象
的
な
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
署
名
し
て
も
そ
の
内
容
が
実
行
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
る
仕
組
み
が
な
い
。
そ
し
て
た
と

え
公
的
団
体
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
が
コ
ン
パ
ク
ト
を
守
ら
な
い
こ
と
が
起
き
て
も
そ
れ
を
罰
す
る
仕
組
み
が
な
い
た
め
に
効
果
が
な

　
（
一
三
二
）
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。
そ
こ
で
こ
れ
に
対
処
す
べ
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
内
容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
簡
素
化
し
た
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
や
自
治
体
に
認
証
を
与
え
る
と
い
う
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
（C

om
pact P

lus

）」
の
実
施
を
決
定
し
た
。

2
．
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
に
み
ら
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
の
課
題
と
可
能
性

⑴　

コ
ン
パ
ク
ト
違
反
の
増
加
と
そ
の
原
因

　

コ
ン
パ
ク
ト
の
作
成
や
効
果
を
み
る
上
で
注
目
し
た
い
の
が
、
政
府
機
関
や
地
方
自
治
体
な
ど
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
」

行
為
で
あ
る
。

　

違
反
ト
ラ
ブ
ル
の
仲
裁
を
行
っ
て
き
た
コ
ン
パ
ク
ト
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
二
〇
〇
七
年
に
出
し
た
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

コ
ン
パ
ク
ト
違
反
件
数
は
二
〇
〇
六
年
度
の
二
六
件
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
の
八
〇
件
へ
と
三
倍
以
上
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
中
央
省

庁
が
三
〇
件
、
地
方
レ
ベ
ル
が
五
〇
件
で
前
年
度
一
四
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
地
方
で
の
違
反
の
急
増
が
め
だ
つ（

7
）。

　

違
反
の
起
こ
る
原
因
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
の
周
知
不
足
や
無
関
心
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
パ
ク
ト
を
作
成
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
政

府
や
自
治
体
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
自
覚
し
実
践
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
二
〇
〇
八
年
に
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
し
た
バ
ー
ト
・
マ
ジ
ー
卿
（Sir B

ert M
assie

）
は
就
任
時
の
あ
い
さ
つ

で
「
コ
ン
パ
ク
ト
と
聞
い
て
化
粧
品
か
な
に
か
と
思
っ
た（

8
）」、

ま
た
委
員
会
の
事
務
長
官
（chief executive

）
も
「
十
年
間
も
政
府
の
政

策
と
し
て
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
当
然
政
府
内
で
か
な
り
認
知
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
委
員
会
に
加
わ
っ
て
み
て
そ
の
理
解

の
低
さ
に
驚
い
た（

9
）」

と
い
っ
た
。
こ
う
し
た
発
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
作
成
か
ら
一
〇
年
経
つ
と
は
い
え
、
中
央
政
府
レ
ベ

ル
で
も
コ
ン
パ
ク
ト
の
理
解
が
十
分
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
（
一
三
三
）
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コ
ン
パ
ク
ト
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
挙
げ
て
い
る
違
反
例
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
雇
用
・
年
金
省
で
は
、
長
期
失
業
や
慢
性

疾
患
を
抱
え
る
人
た
ち
の
就
職
支
援
策
（P

athw
ay to W

ork

）
の
実
施
に
あ
た
り
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
委
託
契
約
を
行
っ
た
。
し
か

し
そ
の
際
、
報
酬
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
定
め
る
「
前
払
い
の
ル
ー
ル
」
を
無
視
し
、
実
際
に
再
就
職
で
き
た
人
数
に
応

じ
た
出
来
高
払
い
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
保
健
省
で
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
へ
の
補
助
金
「
六
四
条
補
助
金
（Section 

六

四 grant

）」
の
支
給
を
延
期
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
そ
の
際
コ
ン
パ
ク
ト
の
「
政
策
や
契
約
の
変
更
な
ど
が
決
ま
っ
た
場
合
、
政
府
は

少
な
く
と
も
三
个
月
前
に
は
そ
の
こ
と
を
相
手
方
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
連
絡
を
怠
っ
た
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
違
反
を
指
摘
さ
れ
た
政
府
機
関
は
中
央
省
庁
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
「
宝
く
じ
基
金
（B

ig L
ottery F

und

）」

も
コ
ン
パ
ク
ト
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
政
府
」
に
該
当
す
る
。
こ
の
基
金
が
以
前
、
あ
る
宗
教
的
性
格
を
も
つ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織

が
行
っ
た
助
成
金
の
申
請
を
却
下
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
組
織
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
定
め
る
「
政
府
は
宗
教
的
団
体
の
布
教
目
的
で
は
な
く
社
会

的
包
摂
に
貢
献
す
る
役
割
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
Ｂ
Ｍ
Ｅ
コ
ー
ド
）」
に
反
す
る
行
為
だ
と
抗
議
し
、
基
金
側
が
こ
れ
を
認
め
る
と

い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
実
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
は
中
央
省
庁
を
は
じ
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
を
順
守
す
べ
き
「
政
府
」
に
該
当
す
る
組
織
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
の
点
を
当
の
組
織
が
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
宝
く
じ
基
金
の
よ
う
な
「
非
省
庁
公
的
団
体
（N

on 

D
epartm

ent P
ublic B

ody

）」
に
は
そ
の
傾
向
が
強
い
と
い
う（

10
）。

　

一
方
、
地
方
で
は
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
が
作
成
で
き
た
と
し
て
も
、
自
治
体
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
の
間
に
積
極
的
に
協
力
し
よ

う
と
す
る
意
識
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
を
広
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
作
成
作
業
を
通
じ
て

自
治
体
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
信
頼
関
係
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
な
る
、
と
の
期
待
も
あ
っ
た
が
、
現
実
は
そ
う
簡
単
で
な
か
っ
た
。
作

成
は
、
以
前
か
ら
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
十
分
な
信
頼
関
係
が
す
で
に
で
き
て
い
た
自
治
体
ほ
ど
順
調
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、
逆
に
そ
う
し

　
（
一
三
四
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た
関
係
が
不
足
し
た
地
域
で
は
話
し
合
う
こ
と
さ
え
お
ぼ
つ
か
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
関
係
改
善
の
た
め
に
コ
ン
パ

ク
ト
を
つ
く
る
は
ず
が
、
信
頼
関
係
が
な
い
と
作
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
作
成
で
き
た
と
し
て
も
、
議
員
や
職
員
の
日
常
業
務
の
な
か
で
コ
ン
パ
ク
ト
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
と

は
限
ら
な
い
と
い
う
別
の
問
題
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ウ
ェ
ス
ト
・
ミ
ド
ラ
ン
ド
地
方
の
あ
る
自
治
体
（Shrew

sbury and A
tcham

 

C
ouncil

）
で
は
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
へ
の
財
政
支
援
の
削
減
を
知
ら
せ
る
に
あ
た
っ
て
、地
元
ラ
ジ
オ
放
送
で
伝
え
る
だ
け
で
済
ま
せ
た
。

こ
の
た
め
、
地
元
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
が
抗
議
す
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
を
作
成
し
た
自
治
体
の
議
員
を
対
象
に
し

た
調
査
で
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
い
と
回
答
し
た
の
が
四
分
の
三
も
い
た
と
い
う（

11
）。

　

コ
ン
パ
ク
ト
に
対
す
る
温
度
差
か
ら
、
政
府
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み
も
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
も
見
逃
せ
な
い
だ

ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
の
契
約
期
間
は
最
低
三
年
間
に
す
る
こ
と
や
フ
ル
コ
ス
ト
の
支
払
い
を
徹
底
す
る
目
標
を
掲
げ

て
き
た
が
、
し
か
し
そ
の
実
施
は
各
省
庁
や
地
方
自
治
体
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
完
全
な
達
成
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
二
〇

〇
八
年
のD

irectory of Social C
hange

の
調
査
で
は
、
中
央
の
各
省
が
実
施
す
る
二
二
の
資
金
提
供
施
策
の
平
均
支
給
期
間
は
二
・
八
年

と
短
か
っ
た（

12
）。

自
治
体
の
中
に
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
フ
ル
コ
ス
ト
を
払
う
こ
と
に
否
定
的
な
考
え
の
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
厳
し
い
財
政

状
況
を
理
由
に
フ
ル
コ
ス
ト
を
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
自
治
体
の
対
応
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る（

13
）。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
こ
の
間
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
能
力
に
期
待
す
る
政
府
の
姿
勢
は
見
せ
か
け
で
は
な
い

か
、
と
の
批
判
も
出
た
。
例
え
ば
議
会
下
院
の
行
政
特
別
委
員
会
（P

ublic A
dm

inistration Select C
om

m
ittee

）
で
は
、
二
〇
〇
七
～

〇
八
年
に
か
け
て
政
府
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
へ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
報
告
書
で
は
、
労
働
党

政
権
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
五
％
を
目
指
す
と
し
て
い
な
が
ら
二
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
政
府
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組

　
（
一
三
五
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織
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
ど
う
い
っ
た
付
加
価
値
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
き
ち
ん
と
説
明
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
指
摘
し
、
政
府
に
改
善
策

を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る（

14
）。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
「
市
民
再
生
」
の
担
い
手
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
担
わ
せ
る
の
は
無

理
だ
し
、
両
立
し
な
い
と
反
発
す
る
声
も
あ
る
。
労
働
党
政
府
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
な
ど
の
非
政
府
部
門
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
ね
、

自
ら
の
責
任
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
管
理
す
る
こ
と
と
し
て
き
た
が
、
そ
の
管
理
と
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
評
価
や
成
果
を
求
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
専
門
性
や
適
格
性
が
問
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
は
本
来
や
ろ
う
と
し
て
い
た
活
動
が
で
き

ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
以
前
の
よ
う
に
気
軽
に
参
加
で
き
な
く
な
り
、
結
果
的
に
地
域
住
民
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
で
き
ず
地

域
住
民
の
参
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る（

15
）。

　

も
ち
ろ
ん
成
果
も
み
ら
れ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
が
二
〇
〇
八
年
に
六
省
庁
の
職
員
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
コ
ン
パ
ク
ト

が
自
分
た
ち
の
仕
事
に
部
分
的
か
全
面
的
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
回
答
し
た
の
が
八
〇
％
、
全
く
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
と
す
る
回
答

は
わ
ず
か
三
％
だ
っ
た
。
実
際
の
業
務
で
契
約
期
間
を
三
年
間
と
す
る
こ
と
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
へ
の
事
務
負
担
の
軽
減
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
多
く
が
答
え
て
い
る（

16
）。

下
位
レ
ベ
ル
の
職
員
ほ
ど
コ
ン
パ
ク
ト
を
知
ら
な
い
者
が
多
い
傾
向
に
は
あ
っ
た
が
、
理
解
は
広
ま

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
に
無
関
心
は
政
府
側
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
中
に
も
コ
ン
パ
ク
ト
を
知
ら
な
い
、
た
と
え
知
っ
て
い
て
も

自
分
た
ち
に
は
無
関
係
と
考
え
る
団
体
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
場
合
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
を
ま

と
め
る
ア
ン
ブ
レ
ラ
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
動
い
て
い
る
が
、
規
模
が
小
さ
な
団
体
ほ
ど
自
分
た
ち
の
意
見
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
内

で
は
反
映
さ
れ
な
い
と
考
え
、
ア
ン
ブ
レ
ラ
団
体
に
対
し
て
も
距
離
を
お
く
傾
向
が
あ
る（

17
）。

た
と
え
コ
ン
パ
ク
ト
に
賛
同
し
て
い
る
団
体
で

あ
っ
て
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
に
遭
遇
す
る
と
、
違
反
を
申
し
立
て
て
い
た
ず
ら
に
政
府
や
自
治
体
を
刺
激
し
、
契
約
や
補
助
金
を
打
ち
切

　
（
一
三
六
）
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ら
れ
る
よ
り
泣
き
寝
入
り
し
て
し
ま
う
団
体
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

⑵　

コ
ン
パ
ク
ト
違
反
の
解
決
プ
ロ
セ
ス

　

コ
ン
パ
ク
ト
に
は
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
間
の
紛
争
解
決
の
た
め
の
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
先
に
述
べ
た
。
こ
の
仕
組
み
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
が
起
き
て
も
政
府
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
へ
の
理
解
を
進
め
、
方
針
転
換
を
促
す
こ
と
に
少
な
か
ら

ず
成
功
し
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
、
国
際
開
発
省
（departm

ent for International developm
ent

、
以
下
Ｄ
ｆ
Ｉ
Ｄ
）
が
二
〇
〇
六
年
に
途
上
国
に
お
け
る

紛
争
解
決
と
経
済
開
発
に
関
す
る
政
策
を
立
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、関
係
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ら
と
協
議
し
よ
う
と
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
よ
れ
ば
、

政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
が
政
策
協
議
す
る
に
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
間
で
の
意
見
調
整
を
行
う
猶
予
を
見
込
ん
で
最
低
一
二
週

間
と
い
う
協
議
期
間
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
Ｄ
ｆ
Ｉ
Ｄ
が
用
意
し
た
の
は
わ
ず
か
四
週
間
で
あ
っ
た
。
当
然

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
短
す
ぎ
る
と
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
仲
介
し
た
結
果
、

Ｄ
ｆ
Ｉ
Ｄ
は
さ
ら
に
四
週
間
延
長
し
、
八
週
間
の
協
議
を
行
う
こ
と
で
妥
協
し
、
双
方
の
合
意
に
至
っ
た
の
で
あ
る（

18
）。

　

ほ
か
に
も
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア
・
ト
ラ
ス
ト
（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
）
と
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
契
約
関
係
に
あ
っ
た
Ｂ
Ｍ
Ｅ
団
体
は
、
一
方
的

に
そ
の
契
約
を
打
ち
切
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
の
は
打
ち
切
ら
れ
た
数
カ
月
後
で
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｅ
団
体
は
Ｐ
Ｃ
Ｔ
の
こ

の
行
為
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
反
す
る
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
し
立
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
議
を
行
っ
た
。

結
果
、
Ｐ
Ｃ
Ｔ
は
違
反
を
認
め
、
Ｂ
Ｍ
Ｅ
団
体
が
打
ち
切
り
を
知
る
ま
で
の
間
の
支
払
い
を
す
る
こ
と
、
お
よ
び
契
約
を
終
了
さ
せ
る
理
由

と
な
っ
た
評
価
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
Ｂ
Ｍ
Ｅ
団
体
に
説
明
し
、
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
決
め
た

（
19
）。

　

こ
う
し
た
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
違
反
行
為
が
起
き
て
も
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
側
が
積
極
的
に
声
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
（
一
三
七
）
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関
係
改
善
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
を
訴
え
る
こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
と
っ

て
政
府
に
圧
力
を
加
え
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
、
政
府
は
公
的
機
関
の
情
報
の
公
開
に
関
す
る
「
情
報
の

自
由
法
」
を
改
正
し
、
情
報
の
開
示
義
務
を
政
府
と
契
約
す
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
に
も
課
す
こ
と
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
組
織
側
と
十
分
な
協
議
を
経
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
政
府
の
方
針
に
不
満
を
抱
い
た
「
情
報
の
自
由
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（C
am

paign for F
reedom

 of Inform
ation

）
や
Ｎ
Ｃ
Ｖ
Ｏ
が
、
そ
れ
は
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
に
当
た
る
と
抗
議
し
た
。
政
府
は
こ
の
批
判

を
受
け
入
れ
、
三
个
月
間
の
協
議
を
行
っ
て
か
ら
修
正
案
を
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
修
正
案
も
批
判
を
う
け
、
政
府
は
さ
ら
に
協
議
期
間

を
延
長
す
る
決
定
も
し
た
が
、
政
権
交
代
の
さ
な
か
法
改
正
自
体
が
立
ち
消
え
と
な
っ
て
し
ま
っ
た（

20
）。

こ
の
よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
は
政
府
へ

の
影
響
を
及
ぼ
し
相
互
理
解
を
促
す
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑶　

コ
ン
パ
ク
ト
の
法
的
効
力

　

し
か
し
コ
ン
パ
ク
ト
へ
の
無
関
心
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
違
反
の
起
こ
る
原
因
に
は
も
う
一
つ
、
コ
ン
パ
ク
ト
が
法
的
拘
束
力
の
な
い

協
定
文
書
で
あ
る
点
も
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
政
府
や
自
治
体
が
コ
ン
パ
ク
ト
を
守
ら
な
く
て
も
罰
則
規
定
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

二
〇
〇
七
年
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
を
め
ぐ
っ
て
は
次
の
よ
う
な
裁
判
が
起
き
て
い
る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
の
自
治
体
（C

um
bria county

）
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
に
基
づ
く
利
用

料
負
担
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
こ
の
決
定
に
あ
た
り
自
治
体
側
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
ら
利
害
関
係
者
か
ら
意
見
を
求
め
る

の
に
用
意
し
た
期
間
は
実
際
五
週
間
し
か
な
か
っ
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
は
一
二
週
間
の
協
議
期
間
を
定
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
で

保
育
所
を
運
営
す
る
「
エ
イ
ジ
・
コ
ン
サ
ー
ン
・
サ
ウ
ス
・
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
」
の
利
用
者
で
あ
る
母
親
と
そ
の
代
理
人
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組

織
（P

ublic L
aw

 P
roject

）
は
、
自
治
体
を
相
手
に
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
す
。

　
（
一
三
八
）
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裁
判
所
が
出
し
た
判
決
は
、
協
議
の
後
に
議
会
が
承
認
す
る
議
決
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
期
間
は
短
か
っ
た
と
は
い
え
十
分
な
協
議
が
行

わ
れ
た
と
し
て
、
原
告
の
訴
え
を
退
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
判
事
は
判
決
の
な
か
で
コ
ン
パ
ク
ト
の
内
容
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
事
実
を
重
く
見
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
が
「
単
な
る
願
い
事
リ
ス
ト
以
上
の
も
の
、
意
図
さ
れ
た
行
為
の
約
束
（com

m
itm

ent of 

intent

）」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
間
で
は
こ
の
裁
判
所
の
見
解
は
今
後
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
裁
判

で
も
影
響
を
与
え
る
と
し
て
期
待
感
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

訴
訟
問
題
ま
で
起
き
る
ほ
ど
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
が
問
題
に
な
る
な
か
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
法
的
拘
束
力
を
伴
わ
せ
る
こ
と
で
違
反
を
防
ぐ

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
、
と
の
見
方
が
強
ま
っ
て
き
た
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｖ
Ｏ
を
始
め
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
か
ら
は
法
的
拘
束
力
を
付
与
す
る
方
向
に
進
む
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
考
え
が
表
明
さ
れ
た

（
21
）。

ま
た
野
党
で
あ
る
保
守
党
か
ら
も
、
労
働
党
政
府
の
や
り
方
は
実
効
性
を
欠
く
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
法
的
拘
束
力
を
も
た
せ
る
べ
き
と

主
張
し
て
き
た（

22
）。

保
守
党
は
近
年
、
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
関
係
を
重
要
な
政
策
課
題
と
位
置
づ
け
、
次
期
総
選
挙
で
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
作
成
を
前
に
、
二
〇
〇
八
年
に
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
﹃
よ
り
強
い
社
会
：
二
一
世
紀
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
（A

 Stronger 

Society: V
oluntary A

ction in the 21st C
entury

）﹄
を
出
し
て
お
り
、
実
行
力
は
未
知
数
で
あ
る
が
、
そ
の
提
案
内
容
を
支
持
す
る
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
も
あ
る（

23
）。

　

こ
う
し
た
法
的
効
力
を
伴
う
こ
と
に
積
極
的
な
立
場
が
あ
る
一
方
で
、「
自
発
的
な
順
守
が
望
ま
し
い
と
す
る
作
成
当
時
の
趣
旨
に
反
す

る
（
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
の
初
代
委
員
長
の
発
言
）」
と
い
う
反
対
や
「
法
的
拘
束
力
を
も
て
ば
コ
ン
パ
ク
ト
が
規
制
に
な
っ
て
し
ま
う
（
コ

ン
パ
ク
ト
・
ボ
イ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
）」
と
い
っ
た
、
強
制
さ
れ
る
の
で
は
な
く
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
そ
れ
ぞ
れ
自
発
的
行
動
に
ゆ

だ
ね
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
か
ら
の
慎
重
な
意
見
も
あ
っ
た（

24
）。

さ
ら
に
コ
ン
パ
ク
ト
が
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
文
書
に
な
れ
ば
、
政
府
が
民

間
の
営
利
企
業
よ
り
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
を
優
遇
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
で
の
公
平
な
競
争
を
歪
め
か
ね
な
い
、

　
（
一
三
九
）
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と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
少
数
で
あ
り
、
大
方
の
意
見
は
コ
ン
パ
ク
ト
を
こ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
最
善
で

は
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
コ
ン
パ
ク
ト
の
法
的
効
力
と
と
も
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
の
権
限
も
問
題
視
さ
れ
た
。
委
員
会
は
政
府
か
ら
の
独
立
性
を
も
つ
と

い
っ
て
も
法
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
違
反
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
を
調
査
し
、
政
府
や
自
治
体
に
対
し
て
是

正
を
求
め
る
権
限
も
有
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
設
置
に
あ
た
り
、権
限
を
明
確
に
定
め
る
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

か
え
っ
て
活
動
範
囲
を
縛
り
機
動
性
を
削
ぎ
か
ね
な
い
、
と
の
理
由
か
ら
法
的
権
限
を
定
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

⑷　

コ
ン
パ
ク
ト
の
見
直
し
の
動
き

　

二
〇
〇
七
年
に
出
さ
れ
た
﹃
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
﹄
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
の
理
念
を
政
府
内
で
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
方
針
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
八
年
夏
、
フ
ィ
ル
・
ホ
ー
プ
（P

hil H
ope

）

サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
担
当
大
臣
は
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
に
対
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト

委
員
会
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
や
政
府
機
関
、
自
治
体
な
ど
各
方
面
か
ら
意
見
を
聞
く
た
め
の
協
議
文
書
を
出
す（

25
）。

そ
こ
で
は
具
体
的
な

見
直
し
の
可
能
性
と
し
て
次
の
三
点
が
提
示
さ
れ
た
。

　

㈠
コ
ン
パ
ク
ト
を
法
的
効
力
の
あ
る
文
書
へ
の
作
り
替
え
、
つ
ま
り
立
法
化
す
る
。
㈡
コ
ン
パ
ク
ト
や
コ
ー
ド
そ
れ
ぞ
れ
は
量
が
少
な
い

も
の
の
、
合
わ
せ
る
と
百
ペ
ー
ジ
を
超
す
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
関
係
者
に
も
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
一
つ
の

文
書
に
作
り
な
お
す
。
㈢
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
に
法
的
権
限
を
与
え
る
。
具
体
的
に
は
、コ
ン
パ
ク
ト
の
違
反
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
政
府
に
対
し
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
勧
告
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
勧
告
に
従
う
義
務
は
政
府
に
な
い
も
の
の
、
対
象
と
な
っ

た
省
や
政
府
機
関
は
勧
告
の
回
答
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
何
ら
か
の
対
応
を
促
す
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
（
一
四
〇
）
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こ
の
協
議
文
書
に
関
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
賛
成
が
多
か
っ
た
の
は
、
㈡
と
㈢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
㈠
に
つ
い
て
は
反
対
意
見
が
多
数

を
占
め
た
。
立
法
化
に
よ
り
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
に
新
た
な
義
務
を
課
す
こ
と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
危
惧
が
強
か

っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
協
議
文
書
に
先
立
つ
二
〇
〇
八
年
に
は
、
ア
ラ
ン
・
ミ
ル
バ
ー
ン
（A

lan M
ilburn

）
労
働
党
議
員
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
権
限
付
与
法
（C

om
m

unity E
m

pow
erm

ent A
ct

）
の
審
議
過
程
に
お
い
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
の
法
的
効
力
を
付
与
す
る
規
定
を

盛
り
込
む
よ
う
提
案
し
た
が
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
法
的
拘
束
力
を
付
与
す
る
と
い
っ
て
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
が
自
発
的
で

自
由
な
参
加
に
基
づ
く
も
の
で
、
こ
れ
自
体
を
法
律
に
す
る
こ
と
は
な
じ
ま
な
い
、
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
も
と
に
二
〇
〇
八
年
秋
、
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
は
㈡
と
㈢
の
実
施
を
求
め
る
報
告
書
を
政
府
に
提
出
し
た（

26
）。

政
府
は
コ

ン
パ
ク
ト
委
員
会
の
法
的
権
限
の
付
与
に
す
ぐ
に
取
り
掛
か
る
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
末
以
降
の
経
済
不
況
や
ブ
ラ
ウ
ン

政
権
の
支
持
率
低
迷
な
ど
を
受
け
て
、
政
府
に
と
っ
て
の
優
先
順
位
は
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
の
法
的
権
限
の

付
与
は
実
現
す
る
目
途
が
全
く
た
っ
て
い
な
い
。
議
会
で
は
二
〇
〇
九
年
五
月
に
ト
ム
・
レ
ビ
ッ
ト
（Tom

 L
evitt

）
労
働
党
下
院
議
員
が

コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
の
法
的
地
位
と
権
限
を
定
め
る
法
案
（
議
員
立
法
）
を
提
出
し
た
が
、
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
政
府
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の
資
金
援
助
策
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
リ
サ
ー

チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
申
請
し
た
三
二
団
体
へ
の
補
助
金
の
突
然
の
中
止
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
所
管
す
る
Ｏ
Ｔ
Ｓ
は
、
給
付
が
決
定
し
て

い
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
事
前
の
協
議
も
行
わ
ず
に
中
止
を
決
定
し
た
た
め
、
明
ら
か
に
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・

ス
ミ
ス
（A

ngela Sm
ith

）
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
担
当
大
臣
は
違
反
は
認
め
た
も
の
の
、
経
済
不
況
を
理
由
に
、
よ
り
優
先
す
べ
き
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
組
織
の
財
政
支
援
に
あ
て
ざ
る
を
え
な
い
と
釈
明
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
政
府
の
突
然
の
方
針
転
換
に
つ
い
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組

織
の
多
く
は
、
経
済
不
況
と
い
う
事
情
か
ら
仕
方
な
い
と
受
け
と
め
た
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
委
員
会
が
Ｏ
Ｔ
Ｓ
に
何
ら
対
応
し
な
い
こ
と
に
不

満
を
述
べ
る
団
体
も
あ
っ
た
。
し
か
し
政
府
を
動
か
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た（

27
）。

　
（
一
四
一
）
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一
方
、
も
う
一
つ
の
見
直
し
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
と
コ
ー
ド
の
一
本
化
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
た
め
の
協
議
が
政
府

と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
と
の
間
で
進
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
中
に
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｅ
コ
ー
ド
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
少
数
派
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
く
な
っ
て
具
体
的
な
違
反
行
為
を
指
摘
し
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
訴
え
る
団
体
も
い
た（

28
）。

と
も
あ
れ
二
〇
〇
九
年
七
月
に
は
新
し
い
コ
ン
パ
ク
ト
の
草
案
が
載
っ
た
協
議
文
書
が
発
表
さ
れ
た
。
ペ
ー
ジ
数
は
元
の
三
分
の
一
量
と
大

幅
に
削
減
さ
れ
、
内
容
も
そ
れ
ま
で
の
コ
ー
ド
に
代
わ
っ
て
大
き
く
三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
（
①
政
策
形
成
へ
の
参
加
、
②
資
源
の
配
分
と
管

理
、
③
平
等
の
達
成
）
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
従
来
の
コ
ン
パ
ク
ト
と
コ
ー
ド
に
は
合
わ
せ
て
五
〇
〇
ほ
ど
の
「
約
束
」
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

も
九
六
に
減
っ
た
。
こ
の
ほ
か
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
資
金
提
供
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
内
で
の
下
請
け
契
約
（sub-contracting

）
な
ど
、
新
た
な

内
容
も
盛
り
込
ま
れ
た（

29
）。

　

こ
の
案
に
対
す
る
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
一
一
月
に
は
最
終
版
が
出
さ
れ
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
イ
ス
が
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
組
織
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
六
〇
％
以
上
が
「
明
確
な
改
善
」
と
評
価
し
て
お
り
、
草
案
は
お
お
む
ね
好
意
的
に
受
け
と
め
ら
れ
た

（
30
）。

そ
し
て
翌
一
二
月
、
新
コ
ン
パ
ク
ト
が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
コ
ン
パ
ク
ト
に
は
、
政
府
に
し
て
み
れ
ば
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
と
協
力
す
る
こ
と
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
、
市
民
の
自
発
性
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
連
帯
感
も
高
ま
る
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
に
す
れ
ば
政
府
へ
の
依
存
が
強
ま
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
し
か
し
基
本
的
に
そ
の
独
立
性
は
維
持
さ
れ
る
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
制
度
を
立
ち
上
げ
一
〇
年
た
っ
た
。
こ
の
間
の
取
り
組
み
は
決
し
て
順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
政
府
の
中
で
は
ボ

　
（
一
四
二
）
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ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
が
進
み
、
ま
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
で
も
政
府
に
影
響
を
与
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
コ
ン
パ
ク
ト

の
効
果
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
存
在
意
義
は
一
〇
年
を
経
て
も
い
ま
だ
に
損
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
の
特
色
は
、
も
と
も
と
そ
の
仕
組
み
が
自
発
的
な
参
加
に
基
づ
く
と
い
う
点
に
あ
る
。
立
法
化
に
な
じ
ま
な
い
と
い
う
意
見

が
多
数
で
あ
る
の
は
、
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
関
係
づ
く
り
は
強
制
力
よ
り
も
自
発
性
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
近
で
は
た
と
え
ば
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
運
用
の
成
否
を
左
右
す
る
要
素
と
し
て
、
自
治
体
な
ど
の
公
的
機

関
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
と
の
橋
渡
し
を
す
る
人
材
の
育
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る（

31
）。

彼
ら
は
自
治
体
の
職
員
で
あ
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
組
織
側
の
人
間
で
あ
っ
た
り
と
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
人
々
を
軸
に
自
発
的
参
加
や
信
頼
関
係
を
保
ち
、
そ
れ
ら

の
関
係
を
さ
ら
に
深
化
さ
る
努
力
が
、
い
ま
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
対
等
な
関
係
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の

独
立
性
の
確
立
は
、自
発
的
な
参
加
や
信
頼
関
係
に
委
ね
る
だ
け
で
は
必
ず
し
も
簡
単
に
実
現
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
事
実
、前
述
の
「
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
騒
動
後
に
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
は
「
効

果
あ
り
」
と
答
え
た
の
は
二
〇
〇
七
年
の
調
査
時
の
二
二
％
か
ら
一
七
％
へ
低
下
、
一
方
「
全
く
効
果
な
し
」
と
の
回
答
が
四
七
％
に
達
す

る
と
い
う
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た（

32
）。

法
的
拘
束
力
が
な
い
と
は
い
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
違
反
に
つ
い
て
政
府
の
説
明
が
不
十
分
な
ま
ま
だ
と
、

コ
ン
パ
ク
ト
の
意
義
が
問
わ
れ
る
ば
か
り
か
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
の
政
府
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
い
か
ね
な
い
。
そ
の
意
味
で
、今
日
、

コ
ン
パ
ク
ト
は
政
府
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
発
的
取
り
組
み
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
部
分
と
、
法
的
拘
束
力
と
い
っ
た
強
制
力

を
用
い
る
部
分
と
を
、
い
か
に
組
み
合
わ
せ
実
効
性
を
高
め
る
か
、
と
い
う
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
解
決
す
べ
き
問
題
の
難
し
さ

を
、
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
一
四
三
）
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（
1
）　

非
営
利
組
織
を
表
す
言
葉
と
し
て
一
般
的
な
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
」
の
ほ
か
、「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
」、
あ
る
い
は
政
府
と
民
間
部
門
の
中
間

に
位
置
す
る
よ
う
な
組
織
を
ま
と
め
て
「
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
」
と
も
い
う
。
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
厳
密
に
使
い
わ
け
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

（
2
）　

T
h

ird
S

ector, ‘C
om

pact in action: C
om

pact A
dvocacy P

rogram
m

e, ’ 23 January 2008.

（
3
）　

C
abinet O

ffice, T
h

e fu
tu

re role of th
e th

ird
 sector in

 socia
l a

n
d

 econ
om

ic regen
era

tion
: fin

a
l rep

ort, 2007.

　
　
　

http://w
w

w
.official-docum

ents.gov.uk/docum
ent/cm

71/7189/7189.pdf

（
二
〇
一
〇
年
一
月
二
〇
日
ア
ク
セ
ス
）

（
4
）　

チ
ャ
リ
テ
ィ
法
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
﹃
二
〇
〇
六
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
法
﹄
に
み
る
非
営
利
組
織
の
新
展
開
」﹃
同
志
社
法
学
﹄
五
九
巻
四
号
を
参
照
。

（
5
）　

T
h

ird
S

ector, ‘W
orking W

ith G
overnm

ent: Second A
m

ong E
quals ’, 26 January 2005.

（
6
）　

H
om

e O
ffice, Strengthening P

artnerships: N
ext Steps for C

om
pact, M

arch 2005.

　
　
　

http://w
w

w
.hom

eoffice.gov.uk/docum
ents/2005-strengthening-partnerships/cons-strengthening-partnerships2835.pdf?view

=
B

inary

（
二
〇
一
〇

年
一
月
二
〇
日
ア
ク
セ
ス
）

（
7
）　

N
C

V
O

,  C
om

p
a

ct A
n

n
u

a
l rep

ort, 2007.

（
8
）　

T
h

ird
S

ector, ‘A
 stronger C

om
pact C

om
m

ission is preferable to a statutory C
om

pact, ’ 17 Septem
ber 2008.

（
9
）　

T
h

ird
S

ector, ‘Interview
: R

ichard C
orden, C

hief executive, C
om

m
ission for the C

om
pact ’ 2 July 2008.

（
10
）　

な
お
宝
く
じ
基
金
は
現
在
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
資
金
を
提
供
す
る
関
係
に
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｃ
Ｖ
Ｏ
と
の

関
係
は
良
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